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図 2-3 地点ごとのデータ収集範囲における建築物の割合の設定例

例:  自然素材使用率=
自然素材を使用している建築物数

データ収集範囲の建築物数
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2) 景観に関する評価指標の作成例（A市の事例）

i) 景観計画における景観形成の方針等の整理

A市では、景観法制定以前から、都市景観に関するガイドプランによって、全市的な

景観形成の方針が提示されるとともに、市の条例に基づき規制・誘導措置等が講じられ

てきた。景観法制定後も、これらの取組みを基本に、景観法に基づく景観計画が策定さ

れている。

景観計画では、景観計画区域を市域全域とし、市域の景観を都市的景観（商業・業務

地、住宅地、工業地）、自然的景観（田園、丘陵地、山・山並み）といった類型別に、

また、拠点的景観（駅周辺、大規模な緑地・史跡その他文化財の周辺）、軸的景観（幹

線道路・鉄道及びその周辺、河川及びその周辺、海辺・海岸及びその周辺）といった構

造別に区分し、それぞれの方針が示されている。

本調査では、一般的な商業地、住宅地における景観形成の価値を分析する観点から、

このうちの「商業地・業務地」、「住宅地」の景観を対象とした（図 2-4）。

図 2-4 A市の景観の分類

ii) 景観要素の分類

景観計画に定められた景観形成の方針及び景観重要公共施設の整備に関する方針（表

2-5）に記載された内容から、A市の景観構成要素を分類した。要素の分類としては、「建

築物・工作物」、「緑」、「屋外広告物」、「公共施設」とし、「建築物・工作物」について

は、さらに、「屋根形状、屋上部分」、「ボリューム」、「ファサード」、「賑わい感の演出

等」、「建築敷地内の空地」、「駐車場・建築設備」、「色彩」とした。また、これらの分類

を、景観形成の目的から、「ボリューム」であれば「建築物等による圧迫感の軽減」、「フ

ァサード」であれば「まち並みとしての連続性」といったように、景観形成の方針に則

してさらに細分化を行った。
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